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改
革
開
放
政
策
に
転
換
し
て
以
来
、
中

国
は
目
を
見
張
る
ス
ピ
ー
ド
で
経
済
成
長

を
遂
げ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
過
程
で

深
刻
な
環
境
問
題
が
発
生
し
て
い
る
。

地
球
の
七
・
二
％
を
占
め
る
国
土
面
積

と
世
界
の
五
分
の
一
に
相
当
す
る
一
三
億

人
も
の
人
口
を
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

中
国
の
環
境
問
題
に
対
し
て
は
、
一
九
八

○
年
代
か
ら
世
界
の
関
心
が
向
け
ら
れ
て

い
た
。
環
境
問
題
が
一
国
の
問
題
で
は
な

く
、
地
球
全
体
の
問
題
と
認
識
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
日
本
を
中
心
と
し

た
ア
ジ
ア
各
国
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。

中
国
で
環
境
保
護
法
が
制
定
さ
れ
た
の

は
一
九
七
九
年
で
あ
る
。
建
国
三
○
年
来
、

環
境
問
題
は
放
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
と

き
既
に
環
境
汚
染
や
環
境
破
壊
が
進
ん
で

い
た
。
さ
ら
に
、
一
九
八
○
年
代
に
有
効

な
対
策
が
と
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
一
九

九
○
年
代
初
め
に
は
環
境
問
題
は
か
な
り

深
刻
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
大
気
汚
染

に
つ
い
て
は
世
界
大
都
市
の
大
気
汚
染
調

査
で
、
上
位
五
○
都
市
の
う
ち
三
一
都
市

を
中
国
の
都
市
が
占
め
た
と
い
う
調
査
結

果
（
一
九
九
八
年
）
も
あ
る
ほ
ど
だ
。

現
在
で
は
水
質
汚
濁
、
大
気
汚
染
、
固

形
廃
棄
物
、
騒
音
が
四
害
と
呼
ば
れ
、
早

急
に
対
策
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
、

渇
水
、
砂
漠
化
、
酸
性
雨
、
公
害
病
な
ど

も
無
視
で
き
な
い
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

中
国
の
環
境
問
題
に
関
す
る
資
料
は
、

環
境
工
学
的
視
点
の
も
の
と
、
経
済
・
社

会
問
題
と
し
て
分
析
し
た
も
の
に
大
別
さ

れ
る
。
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
図
書
館
の
蔵

書
か
ら
、
関
連
著
作
を
紹
介
し
た
い
。

読
売
新
聞
中
国
環
境
問
題
取
材
班
『
中

国
環
境
報
告̶

̶

苦
悩
す
る
大
地
は
甦

る
か
』（
読
売
新
聞
社　

一
九
九
九
年
）

に
は
一
九
九
八
年
の
取
材
に
よ
る
連
載
記

事
が
ま
と
め
ら
れ
、
中
国
の
環
境
問
題
の

実
例
を
概
観
・
理
解
す
る
の
に
役
立
つ
。

李
志
東
著
『
中
国
の
環
境
保
護
シ
ス
テ

ム
』（
東
洋
経
済
新
報
社　

一
九
九
九
年
）

で
は
、
中
国
の
環
境
保
護
関
係
法
規
の
成

立
と
体
系
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。

小
島
麗
逸
編
『
環
境̶

̶

成
長
へ
の

制
約
と
な
る
か
』（
東
京
大
学
出
版
会　

二

○
○
○
年
）
は
中
国
の
環
境
政
策
史
が
ま

と
め
ら
れ
、
中
国
の
経
済
成
長
と
環
境
問

題
へ
の
関
連
を
細
か
く
検
証
す
る
。
出
典

資
料
の
取
り
扱
い
で
は
、
そ
の
特
徴
を
把

握
し
た
緻
密
な
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。

有
名
な
中
国
研
究
誌
で
あ
るThe 
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は
、
早
く
か
ら

中
国
の
環
境
問
題
に
注
目
し
て
い
た
。
一

九
八
三
年
出
版
の
バ
ー
ツ
ラ
フ
・
ス
ミ
ル

著
『
蝕
ま
れ
た
大
地̶

̶

中
国
の
環
境

問
題
』（
行
路
社　

一
九
九
六
年
）、
一
九

九
三
年
発
表
の
バ
ー
ツ
ラ
フ
・
シ
ュ
ミ
ル

著
『
中
国
の
環
境
危
機
』（
亜
紀
書
房　

一

九
九
六
年
）
は
、
中
国
の
環
境
問
題
へ
の

関
心
が
高
ま
る
と
、
相
次
い
で
邦
訳
さ
れ

た
。
豊
富
な
中
国
経
済
・
社
会
の
知
識
を

生
か
し
て
、
前
著
で
は
砂
漠
化
、
水
資
源

と
水
質
汚
染
、
大
気
汚
染
、
生
態
系
、
都

市
・
農
村
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
を
そ
の
背
景

説
明
と
と
も
に
論
じ
、
解
決
策
を
提
示
し

て
い
る
。
後
著
で
は
人
口
、
水
資
源
、
経

済
成
長
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食
糧
問
題
に
つ

い
て
前
著
同
様
に
分
析
し
て
い
る
。
環
境

問
題
は
増
え
続
け
る
人
口
や
食
糧
需
給
問

題
と
も
切
り
離
せ
な
い
。

ま
た
、
環
境
問
題
は
経
済
成
長
の
過
程

で
発
生
し
、
必
ず
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
伴

う
。
井
村
秀
文
・
勝
原
健
編
著
『
中
国
の

環
境
問
題
』（
東
洋
経
済
新
報
社　

一
九

九
五
年
）、
張
宏
武
『
中
国
の
経
済
発
展

に
伴
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
問
題̶

̶

部
門
別
・
地
域
別
の
経
済
分
析
』（
渓
水

社　

二
○
○
三
年
）
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
の

環
境
汚
染
の
実
例
を
解
析
し
て
い
る
。
王

漢
臣
著
『
中
国
の
大
気
汚
染
対
策
』（
重

化
学
工
業
通
信
社　

一
九
九
七
年
）
で
は
、

中
国
の
国
家
環
境
保
護
局
の
専
門
家
が
行

っ
た
大
気
汚
染
調
査
・
研
究
結
果
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。

一
九
九
○
年
代
か
ら
、
中
国
政
府
は
経

済
成
長
を
維
持
し
つ
つ
も
、
環
境
汚
染
の

発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
政
策
を
打
ち
出

し
、
着
手
し
始
め
て
い
る
。
日
本
の
環
境

Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
大
学
等
の
研
究
機
関
が
、
産
業

廃
棄
物
問
題
や
、
郷
鎮
企
業
と
環
境
問
題

の
関
係
な
ど
、
主
題
別
環
境
問
題
の
調
査

を
行
っ
て
い
る
。
環
境
省
の
委
託
事
業

『
二
一
世
紀
初
頭
に
お
け
る
環
境･

開
発

統
合
支
援
戦
略
策
定
（
国
別
調
査
）
報
告

書̶
̶

中
国
』（
海
外
環
境
協
力
セ
ン
タ

ー　

二
○
○
二
年
）
も
そ
の
ひ
と
つ
だ
。

巻
末
に
第
九
次
・
第
十
次
の
国
家
環
境
保

護
事
業
五
カ
年
計
画
の
邦
訳
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
ほ
か
に
も
日
中
の
共
同
調
査
・

研
究
や
環
境
保
護
の
技
術
移
転
が
数
多
く

行
わ
れ
て
い
る
。
定
方
正
毅
等
編
『
中
国

環
境
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
サ
イ
エ
ン
ス
フ

ォ
ー
ラ
ム　

一
九
九
七
年
）
は
日
中
の
環

境
問
題
専
門
家
約
六
○
名
に
よ
る
共
同
研

究
の
報
告
書
で
あ
る
。
中
国
の
環
境
関
連

事
項
を
一
件
ず
つ
、
環
境
工
学
の
立
場
か

ら
、
現
況
の
調
査
結
果
と
対
策
技
術
を
検

討
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
実
地
調
査
や
研
究
を
基
に

環
境
対
策
に
取
り
組
む
企
業
が
、
巨
大
ビ

ジ
ネ
ス
市
場
と
し
て
の
中
国
に
注
目
し
て

い
る
。
清
華
大
学
環
境
科
学
与
工
程
系
編

『
中
国
環
境
ビ
ジ
ネ
ス̶

̶

現
状
と
将

来
予
測
』（
神
鋼
リ
サ
ー
チ　

隔
年
刊
）

は
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
市
場
と
し
て
中
国
を
調

査
し
、
関
連
情
報
を
ま
と
め
て
い
る
。

中
国
語
資
料
で
は
、『
中
国
環
境
年
鑑
』

が
一
九
九
○
年
か
ら
毎
年
発
行
さ
れ
て
い

る
。
巻
末
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
統
計
デ
ー

タ
は
唯
一
の
公
式
発
表
数
値
で
あ
る
。
ま

た
、
中
国
政
府
が
力
を
入
れ
て
い
る
関
連

法
規
の
整
備
に
伴
い
改
訂
・
追
加
さ
れ
た

法
律
は
、『
中
国
環
境
保
護
法
規
全
書
』

に
定
期
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
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